
活動内容と成果
今年度は釧路で初心者向けのGIS講習会を開催した。
開催まで参加予定組織と密にコミュニケーションを
とり、組織の用途に合わせた教材を作成するととも
に情報管理に関する状況を確認した。講習会では“一
般的な操作方法”のみではなく“いかに保全活動に有
効か”という考え方に重点を置き、各組織内での活用
をイメージできるカリキュラムを実施した。今回は
行政・環境保全団体・教育機関所属など幅広い分野
の方にご参加いただき、道東地域の環境課題につい
てGISの視点から議論する時間も設け、地域の組織
ネットワークも構築できた。

活動内容と成果
●�SDGsの認知向上：アースデイとやま等四つのイ
ベントにてSDGs認知度シールアンケート実施（累
計902人に実施、32.2％がSDGsを知っていると
答えた）、Facebookでの発信（年間120投稿、フォ
ロワー 307人（前年度より67アップ）/多様性を
テーマにしたフォーラム1回
●�実践体制の構築：コーディネーター育成セミナー
（3回、25人修了）/地域実践者との交流会（カ
フェ）3地域4回/協働プロジェクトのサポート4件
●�取組み状況の見える化：ホームページ改装、実践
者の活動紹介4件（学生による取材）

課　題
生物多様性や生態系サービスの保全のための、「意思
決定が地域単位で行われるための資源」、「データや
情報を利用するためのツール」、「人材」が不足してい
ること。

目　標
生物多様性や生態系サービスの保全のための「人材
育成とネットワーク形成」、「データや情報を利用す
るためのツール」、「情報資源」が充実すること。

課　題
持続可能な開発目標「SDGs」の認知が、富山ではあ
まり進んでおらず、SDGsに必要とされる「あらゆる
人々の協力体制：パートナーシップ」が築かれてい
ない。

目　標
富山県内において、セミナーやWeb等の情報発信、
ヒト・コトが出会う場の提供（カフェ）を行い、SDGs
の認知向上や実践体制となるパートナーシップ構築
を目指す。

（特非）　EnVision環境保全事務所

（一社）　環境市民プラットフォームとやま（PECとやま）

地理空間情報を使った、地域版SDGs達成に向けた
生態系サービス評価のシナリオづくりと普及啓発
―Evidenceに基づいた計画、評価、モニタリングの主流化のために―

富山県におけるSDGsの普及啓発と
その達成に向けたパートナーシップ構築

講習会開催時の様子

25人のSDGsコーディネーターが誕生

選択式実習で作成したマップに
ついて考察を発表する参加者

学生による企業取材

講習会参加者数 19 人

育成したコーディネー
ターの人数 25 人

シナリオ案 6 個

協働プロジェクトの
実働件数 4 件

今年度計画の達成度 80 ％

今年度計画の達成度 70 ％

目標達成度 52 ％

目標達成度 40 ％

苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
様々なセクターが集まるのが利点の
講習会であるが、各組織での使い方
は異なる中で、それぞれの活動に寄
り添った内容を用意すること。

■工夫した点
講習会2日目の実習内容を選択式に
することで、個人及び組織ごとの活
動内容により近いテーマで体験操作
ができるようにした。

■苦労した点
役割分担やスケジューリング不足、
併せて新型コロナウイルスの影響
で、一部の活動は実施できなかった。

■工夫した点
セミナー、カフェ、フォーラム全ての
事業を、行政や企業、大学、NPO等
と協働して実施した。

来年度は道東地域及び全国数か所で講習会を実施する。開催箇所ごとにハブとな
る組織と密に連絡を取り各講習会に適したカリキュラムと教材を提供するととも
に、全国で使用可能な教材を作成しWebサイトで公開する。

フォーラム等を通じて、マルチステークホルダーによるローカルアジェンダを策
定・明確化し、コーディネーターと協働で各地域での主体的な取組み支援を行い、
パートナーシップによる実施体制を構築していく。
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